
2026年の台風・大雨予測｜線状降水帯の直前予測・的
中率約30％をBCPにどう使うか
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Summary

2026年5月に始まった線状降水帯直前予測について、気象庁の運用実績から予測の限界と行動価値を確
認します。8月30日時点では適中率約30％、捕捉率約62％で、運用開始前の想定を下回りました。一方
、直前予測「あり」の事例の約91％では3時間100mm以上の大雨が発生しています。2～3時間前は目標
であり、発表から発生情報まで平均約60分という実績も踏まえ、空振りを許容できる準備を前倒しする
ことがBCP上の要点です。

Key Points

3割打者を打率だけで「7割失敗」と評価しないように、直前予測も適中率約30％だけでは行動
価値を判断できません。BCPでは、直前予測「あり」の事例で大雨となる割合、発表から使える
時間、見逃した場合の損失、空振り時のコストを合わせて判断し、外れても損失が小さい準備を
先行します。
2026年8月30日時点の線状降水帯半日前予測・直前予測の適中率、捕捉率、大雨発生実績と評
価方法
直前予測の想定精度、2～3時間前という発表目標、発表から発生情報まで平均約60分という運
用上の性質
2026年夏の台風発生・接近見通しと、台風接近前のBCP点検の背景
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